
鴨川ギャラリーの整備について

～橋の下の空間利用～

鴨川にある橋の下については、大部分が未利用であり、ホームレスが起居するなどの

課題がある箇所もあります。

そこで、鴨川府民会議における議論を踏まえ、適正な管理に努めながら、橋の下の有

、 、効な利活用を図ることとし その活用方策として鴨川ギャラリーの試行を行うこととし

今年度は、出町橋と二条大橋の右岸２箇所について、実施することとします。

１ 鴨川府民会議で議論してきた「鴨川ギャラリー」

（１）趣旨

鴨川が府民の憩いの場として整備が進む中で、橋の下についても、治水上の安全

性を冒さない範囲で、鴨川にまつわる歴史・文化などの魅力を発信する貴重な場と

、 、 、して利活用するとともに 可能な箇所では併せて 休憩施設を設置することにより

快適な利用をサポートし、鴨川のイメージアップを図る。

（２）コンセプト

① 「明るく、綺麗で、安心安全に利用できる」

② 「橋の近辺にまつわる歴史、文化などの情報を発信する」

③ 「休憩できる」

２ 今年度の試行案

以下の観点から２箇所で試行を行い、設置後アンケートなど利用者・周辺住民な

どの意見を把握する。

① 高水敷幅に応じた整備（広い場合（二条 、狭い場合（出町 ）） ）

② 利用者の反応 （観光客（二条 、地域住民（出町 ）） ）

③ 休憩施設のあり方 （ベンチ（二条 、スツール（出町 ）） ）

④ 木製柵のあり方 （横格子（二条 、縦格子（出町 ）） ）

⑤ 照明施設のあり方 （ （二条 、 （出町 ）展示物のみの照明 展示物と休憩施設の照明） ）

３ 今後の対応について

次年度以降の整備については、アンケートなど利用者・周辺住民などの意見を踏

まえた上で必要な見直しを検討することとします。
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